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2.1 概論

光ファイバグレーティングは，ファイバコア上に周期的な屈

折率変化を形成したもので，その周期に対応した特定の波長の

みを反射するデバイスである。

この周期的な屈折率変化は，側面から照射された紫外線によ

る干渉縞をファイバ上において形成し，そのパターンが光誘起

屈折率変化により，ファイバ中に書き込まれ実現される。干渉縞

の形成方法としては，以下の2つの方法が一般的である。

一つは二光束干渉法と呼ばれるもので，図1にその光学系の

略図を示す。この方法はビームスプリッタにより分けられた紫

外光をミラーで反射させ，交差部に干渉縞を形成するものであ

る。ミラーの角度を微，また，振動等の影響を受けやすいと言った欠点もある。

もう一つの方法はフェーズマスクを用いる方法である。

フェーズマスクは石英基板上に電子ビーム露光等により細かい

スリットを形成したもので，図

2に示すようにフェーズマスク

を透過した光は，直進する0次光がほとんど抑えられるため，±

1次光による干渉をファイバ上に形成することができる。フェー

ズマスクの周期ΛMASKとファイバに形成されるグレーティング

の周期ΛFBGは

ΛMASK = 2Λ FBG …（1）

の関係がある。したがって波長の異なるファイバグレーティ
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とができる9）。図6，7
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更に，サーキュレータとファイバグレーティングを組み合わ

せた非常にコンパクトなOADMモジュールの製品化も行った。

ポンプLDはグレーティングを組み込むことにより，その効果

を確認し，ファイバグレーティング付きポンプレーザの製品化

を達成した。
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